
資料１ 令和３年度以降の文化財調査候補一覧 

 

番号 文化財の名称 種別 
所有者 

（管理者） 
時代・年代 備考 

１ 

古久喜の獅子舞 

（古久喜地区に伝わり、毎年 7 月第 4 日曜

日に行われる一人立ち三頭立ちの獅子舞） 

民俗文化財 
無形民俗

文化財 
古久喜獅子舞保存会 ― 

令和３年度調査

予定だったが祭

典が中止 

２ 

舟橋の虎綱 

（徳川将軍が日光社参をする際に利根川に

かけられた舟橋の虎綱で、現存では最長か） 

有形文化財 歴史資料 八甫鷲宮神社 江戸時代  

３ 

大輪神社の藁蛇 

（平成 30 年に行った調査の補足で、西大輪

在住で関わった人の聞き取り） 

民俗文化財 
無形民俗

文化財 
大輪神社 ― 

令和３年度調査

予定 

４ 

地獄田遺跡出土遺物 

（縄文時代後期・晩期の土偶や石棒等の祭祀

遺物を中心に総計 100点程度） 

有形文化財 考古資料 
久喜市 

（久喜市教育委員会） 
縄文時代  

５ 

久喜太田神社の石灯籠 

（久喜藩３代藩主米津政容が白山神社に寄

進した石灯籠） 

有形文化財 歴史資料 太田神社 江戸時代  

６ 

「普王山」扁額 

（久喜藩４代藩主米津政崇が揮毫した天王

院の山号額） 

有形文化財 歴史資料 天王院 江戸時代  

７ 

本多静六関係文書 

（本市出身で日本初の林学博士である本多

静六関係の文書で総計 1,800点程度） 

有形文化財 古文書 久喜市 近現代  

８ 

栗橋八坂神社の彫刻絵馬 

（地業の様子を描いた彫刻絵馬。彫物師は島

村俊明。） 

有形文化財 彫刻 栗橋八坂神社 明治８年  

 


